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１  はじめに  

 

  八雲町の下水道事業は、施設の整備がほぼ完了し、事業運営も

円滑に行われてきておりますが、近年では、人口減少による汚水

排出量の減少により下水道使用料収入が減少している一方、下水

道施設の経年劣化が進み、今後は施設の修繕や更新にかかる費用

が増加していく見込みであり、厳しい経営事情となっていくこと

が予想されます。  

  そのような厳しい状況が予想されていますが、下水道は快適な

日常生活を送るために欠かすことのできないものであり、将来に

わたって持続・安定的に事業運営を行っていく必要があることか

ら、中長期的な視点に立ち、計画的かつ効率的な事業運営を行う

ことが求められます。  

  このことから、八雲町下水道事業の今後 10 年間の基本計画と

して、「八雲町下水道事業経営戦略」を策定するものであります。  

 

２  事業概要  

 （ 1）事業の現況  

  八雲町の下水道事業は、八雲地域の公共下水道事業が平成 8 年

3 月 1 日に、八雲地域・浜松地区の特定環境保全公共下水道事業

が平成 17 年 4 月 1 日に、熊石地域の特定環境保全公共下水道事

業が平成 13 年 3 月 30 日にそれぞれ供用を開始し、現在まで汚水

の処理を行ってきている。  

  平成 27 年度末における下水道整備率は、八雲地域が 99.8％、

熊石地域が 97.4％と、施設整備は概ね完了している。  

  水洗化率（平成 27 年度末）については、八雲地域が 98.0％、

熊石地域が 78.5％であり、熊石地域の下水道接続率が未だ低い状

況となっている。  

 

 ≪下水道整備率≫                （ 単 位：人 、％ ）  

区  分  整 備 済 区 域 内 人 口  認 可 区 域 内 人 口  整 備 率  

八雲地域  １０，０８２  １０，０９８  ９９．８  

熊石地域  ２，１３８  ２，１９６  ９７．４  

 ≪水洗化率≫                  （ 単 位：人 、％ ）  

区  分  水 洗 化 人 口  整 備 済 区 域 内 人 口  水 洗 化 率  

八雲地域  ９，８８０  １０，０８２  ９８．０  

熊石地域  １，６７９  ２，１３８  ７８．５  
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  会計処理については、下水道事業特別会計を設け、一般会計と

区分して会計処理を行っている。なお、地方公営企業法は適用し

ていない。  

  下水道事業特別会計の職員数は、平成 27 年度末で事務職員２

名と技術職員２名の計４名であるが、この４名が専任で下水道事

業の業務にあたっていることではなく、他会計所属の職員と兼任

で業務を行っており、経費の削減と業務の効率化を図ってきてい

る。  

  下水道使用料については、直近では平成 26 年度に使用料の改

定を行っている。人口減少等に伴う使用料収入の減や施設の老朽

化による更新経費増大により、財政面において今後厳しい状況が

見込まれることから、将来にわたって安定的に事業運営を行って

いくために、適正な使用料となるよう見直しを行った。  

 

 ≪使用料≫                   （ 単 位：円 、税 込 ）  

区  分  条 例 上 の 使 用 料  実 質 的 な 使 用 料  備 考  

平 成 2 7 年 度  ３，５６４  ３，６８８   

平 成 2 6 年 度  ３，５６４  ３，５７９  H 2 6 . 5 月 使 用 分 よ り 改 定  

平 成 2 5 年 度  ３，０２４  ３，２００   

 ※ 条 例 上 の 使 用 料 と は 、 一 般 家 庭 に お け る 2 0 ㎥ あ た り の 使 用 料 を い う 。  

 ※ 実 質 的 な 使 用 料 と は 、 使 用 料 収 入 の 合 計 を 有 収 水 量 の 合 計 で 除 し た 値 に  

  2 0 ㎥ を 乗 じ た も の （ 家 庭 用 の み で な く 業 務 用 を 含 む ） を い う 。  

 ※ 平 成 2 6 年 度 よ り 消 費 税 率 が ５ ％ か ら ８ ％ に 引 き 上 げ と な っ て い る 。  

 

 （ 2）民間活力の活用等  

  現在は、下水処理場の維持管理業務についてのみ民間委託して

いる。  

 

 （ 3）経営比較分析表を活用した現状分析  

  別紙のとおり  
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３  経営の基本方針  

 

現有施設の適正な維持管理と  

将来の施設更新に向けた経営の安定  

 

  八雲町の下水道事業は、施設の整備がほぼ完了していることか

ら、当面（本経営戦略の計画期間である 10 年間程度）はその現

有施設をしっかりと維持管理していきます。  

  また、将来に到来する施設更新を適切かつ円滑に行うことが で

きるよう、検討・計画していきます。  

 

４  投資・財政計画（収支計画）  

 （ 1）投資・財政計画（収支計画）  

  別紙のとおり  
 

 （ 2）投資・財政計画（収支計画）の説明  

 投資的経費について  

 ・八雲 町総 合計 画 の 趣旨 に基 づい た 、平 成２ ９年 度か ら向 こう １０ 年  

間の 事業 実施 計画 （予 定） 額 を 計上 した 。  

 ・公共 下水 道事 業（八 雲地 域）につ いて は、平 成２ ５ 年度 より 八雲 下  

水浄 化セ ンタ ーの 長寿 命化 事業 を実 施し てお り、電 気・機械 設備 の  

更新 を計 画的 に行 って いる 。第１ 期計 画は 平成 ３１ 年度 で 終 了予 定  

であ り、第 ２期 計画 につ いて は平 成３ ０年 度よ り実 施 す る予 定で あ  

る。ま た、下水 とし 尿を 共同 で処 理で きる よう にす るた め、汚 水処  

理施 設共 同整 備事 業（Ｍ ＩＣ Ｓ）を実 施す るこ とと なり 、平成 ２９  

年度 に実 施設 計、平成 ３０ 年度・３ １年 度の ２カ 年で 施設 整備 を行  

う予 定で ある （平 成３ ２年 度供 用開 始予 定）。  

 ・特定 環境 保全 公共 下水 道事 業（ 熊石 地域）につ い ては、平成 ３１ 年  

  度よ り熊 石浄 化セ ンタ ーの 長寿 命化 事業 を実 施 し 、電気・機 械設 備  

の計 画的 な更 新を 行 う 予定 であ る 。  
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 投資以外の経費について  

 ・収益 的 支出 につ いて、職 員給 与費 に つい ては 職員 の人 事異 動に より、 

額が 変動 する こと から、直近 ３ 年間（平成 ２６ 年 度【 決算】～平 成  

２８ 年度 【予 算】） の平 均額 とし てい る。 支払 利息 につ いて は 、 今  

後の 起債 借入 予定 分も 考慮 した 額で 算出 して いる 。その 他の 支出 に  

つい ては、過去 の 実績（ 決算 額）や平 成２ ８ 年 度の 予算 額を 考慮 し  

て算 出し た。なお 、汚水 処理 施 設共 同整 備事 業（ ＭＩ ＣＳ）によ り  

増加 する 維持 管理 費（ 薬品・電 気代 、汚泥 処分 費な ど）を 年間 12, 900  

千円 と見 積り 、計 上 し てい る。  

 ・資 本的 支出 の 職員 給与 費に つい ては、上記 収益 的 支出 の職 員給 与費  

と同 じ考 えで 算出 。地方 債償 還金 に つい ては、今後 の 起債 借入 予定  

分も 考慮 した 額で 算出 して いる 。  

 

 財源について  

 ・収益 的収 入の 料金 収入 につ いて は 、過 去の 実績 や今 後の 将来 予測 か  

  ら毎年 1.5％の 減と して 算出 した 。た だし 、消 費税 率が 平成 ３１ 年  

  度に 8％から 1 0％に 引き 上げ られ る予 定で ある ため 、その 波及 額も  

考慮 して 算出 した 。  

 ・資 本 的収 入の 地方 債、国（都 道 府県）補 助金 及び 工事 負担 金に つい  

ては、八雲 町総 合 計画 の趣 旨に 基づ いた、平成 ２９ 年 度か ら向 こう  

１０ 年間 の事 業実 施計 画（ 予定 ）に 基づ き算 出 し た。  

 ・ 収益 的収 入の 他会 計繰 入金 と資 本的 収入 の他 会計 補助 金に つい て  

は、各年 度 の収 入及 び支 出額 から 国が 定め る繰 出基 準 に よる 額を 算  

出し て計 上し 、基準 内繰 入の みで は収 支均 衡し ない 年度 にお いて は  

基準 外繰 入を 計上 して いる 。  

 

５  効率化・経営健全化への取組  

 ・料金 収入 につ いて は 、人 口減 少に 伴い 年々 減少 して いく 見込 みで あ  

  るが 、水洗 化率 の向 上や 料金 収納 率の 向上 につ いて 引き 続き 取り 組  

  みを 行っ てい くこ とで 、料金 収 入の 確保 に努 め る とと もに 、料金 体  

  系の 見直 しに つい ても、中長 期 的な 視点 に立 ち、将来 にわ たっ て適  

正妥 当な 料金 負担 とな るよ う検 討し てい く。  

 ・将 来の 施 設大 量更 新期 に備 えて 、施設 の長 寿 命化、ダウ ンサ イジ ン  

  グ（統 廃合）及 びス ペッ クダ ウン（ 性能 の合 理化）を検 討し てい く。 

 ・広 域化 及 び民 間活 用に つい ては 、有効 性や 可 能性 を検 討し、よ り効  

率的 な事 業運 営に 向け て検 討し てい く 。  



~ 5 ~ 

 

６  経営戦略の事後検証・更新等  

 ・毎年 度進 捗管 理（モ ニタ リン グ）を行 うと とも に、本計 画期 間の 前  

  期終 了時 とな る平 成３ ２年 度に 、本計 画の 見 直し（ ロー リン グ）を  

  行う 。  

 ・ 新た な経 営健 全化 や財 源確 保に 係る 取り 組み が具 体化 した 場合 は 、  

  本計 画に 追加 する 。  

 

 


